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図書紹介
竹田  泉 著
『麻と綿が紡ぐイギリス産業革命─アイルランド・リネン業と大西洋市場』
ミネルヴァ書房／2013年発行／245頁／6,000円（税別）
ISBN978-4-623-06609-4
イギリスは産業革命の前の時代は毛織物の国だった。それがランカシャーとアイル
ランドの綿（コットン）業、リネン（リンネル、麻）業をもって産業革命をリード
していく。著者はその過程を単に機械の革新による生産性の問題だけでなく、東イ
ンド会社が持ち帰る綿織物キャラコの消費需要、イギリスにとって一番近い植民地
のアイルランドの苦闘をとおして論述していく。キャラコといった綿織物ひとつと
てインドからの輸入物とイギリス国産物の嗜好の形成を捉え、布がもたらす産業のなかの欲望、人々が
求める良き製品が生みだされていく過程が丁寧に分析されていく。研究の源流は、著者のアフリカ体験
にはじまり、「黒人のアメリカへの輸送がいかにイギリス産業革命の展開に結びついているか」にある
という。
津野海太郎 著
『花森安治伝─日本の暮しをかえた男』
新潮社／2013 年発行／320 頁／1,900 円（税別）
ISBN978-4-10-318532-1
著者は、この６年間に 3冊の伝記を上梓した。ジェームス・ロビンス、植草甚一、
そしてこの花森安治だ。彼らは20代の青春時代を第 2次大戦時に過ごし、大衆文
化に大きな仕事を残した。花森は 1950年代初頭、時の権力が戦前への「逆コー
ス」をもくろむ状況を踏まえ、雑誌『暮らしの手帖』刊行し、その名編集者として
知られる。長髪でパーマをかけた花森の姿は有名だったが、主婦のための、生活の
ための商品を徹底的にテストし、広告なしの巨大な雑誌をつくりあげた。その編集力は戦前 30年代に
花開き、化粧品会社の宣伝や大政翼賛会のプロパガンダで培われた。著者は花森の周囲にいた人々に取
材し、「職人的完全主義」者たる、不世出の編集者を活写してゆく。著者もまた優れた編集者であるか
ら、花森のコピー、レイアウト、撮影、編集の眼のつけどころ、先見性を見事にすくっていく。
竹信三恵子 著
『家事労働ハラスメント─生きづらさの根にあるもの』
岩波新書1449／2013年発行／256頁／800円（税別）
ISBN978-4-004-31449-3
アベノミクスなる方針では「女性の活用」を成長戦略のなかに位置づけている。し
かしながら、格差社会の現実にあって、高齢の親や幼い子を抱えた家庭の主婦は働
きたくても仕事はままならない。子どもを預かってくれる保育園が最優先、そのた
めに親は引っ越しをせまられるのだ。著者は、今この現在、家事に従事する女性た
ちの貧困といきづらさをルポルタージュの手法でこれでもかと提示してゆく。「専
業主婦の無償労働」は尊いなどとされてきたが、労働環境劣化の悪循環は家庭にも重くのしかかってき
ている。「公正な家事分担を求めて」、もはや家事は主婦ものといった殻を脱していくことを問いかける。
なかでも序章の福島の父子家庭の苦難は記憶されるべきだし、お上が出す統計や白書についてミスリー
ドをしていくマスコミへの批判は鋭い。
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竹原あき子 著
『原発大国とモナリザ』
緑風出版／2013年発行／208頁／2,200円（税別）
ISBN978-4-8461-1322-3
ルーヴル美術館に代表される文化兵器を持つフランスは、また原発大国でもある。
そのエネルギー政策は、エネルギー産業のトップを含め、中央集権の官僚システム
を牛耳る理工系エリート養成校「コール・ド・ミン」出身の人々によって決定され
てきたという。その彼らが原発を造りつつ、2007年頃から、風力、シェールガス、
太陽光だとシフト変換を言い出していた。著者は、フランス、ヨーロッパが福島以
後どのようなエネルギー政策を模索しているかを、近々の情報を駆使してレポートしていく。本書には
日本の大企業が 07年以降ウラニウム獲得に動き、フランス原発会社アレバと東電を繋ぐカナダのウラ
ン鉱山会社カメコなどの情報があり、グローバルな原子力産業の一端を知ることができる。
宮崎かすみ 著
『オスカー・ワイルド─「犯罪者」にして芸術家』
中公新書 2242／2013 年発行／300 頁／900 円（税別）
ISBN978-4-12-102242-4
ひさしくなかったワイルドの入門書として格好の 1冊だ。副題に〈「犯罪者」にし
て芸術家〉とある。芸術家としては『サロメ』や『ドリアン・グレイの画像』など
を残した。犯罪者とは本書にも詳しく記述されている同性愛（当時はまだその概念
はなかった）のこと。読み進めていくと、「ソドミー」なる文字がでてくると、具
体的な情事の件を急ぎ読みすすめていくのに気付き、ワイルドの芸術も捉えなけれ
ばならぬ、と我にかえる。オックスフォードというアカデミズムからのデビュー、ロンドン、パリ、ニ
ューヨークといった国際的な舞台を生きる作家の姿は、いかに作家が行動し食べていくか、時代背景を
交えながら述べて行く。なかでも同性愛擁護の演説をした裁判の 5章、牢獄体験の６章は、作家と社
会とスキャンダルの時代相がよくわかる。
星野菜穂子 著
『地方交付税の財源保障』
ミネルヴァ書房／2013年発行／254頁／6,000円（税別）
ISBN978-4-623-06560-8
地方の時代、地方分権といった言葉がとびかう時代である。基盤となる財政はどう
なのか。本書は、2007年度からの税を主とした制度の推移を踏まえ、「2010年度
に至る基準財政需要額の策定に即し」、地方公共団体の財源保障に関して論じてい
る。従来の投資的経費の分析から、対人社会サービスとして高齢者の保険・福祉費、
生活保護費、就学援助費、公立病院への一般会計繰入金などに焦点をあてていく。
地域的には大阪府と高知県下の町における新型交付税の算定検証を行なっている。地方公共団体の枠組
みが、地域振興策などによって潤うのかふりまわされていくのか。国の赤字財政の現状の中で、人々に
密着する公的サービスの現状を分析している。
